
交通空間、施設整備関連

福井県における自転車活用に関する取組み状況・データ等 資料５

・自転車通行空間の整備
自転車利用者や歩行者の安全を確保するための通行空間整備
路面表示、看板等によるサイクリングコースのネットワーク化（参考資料）

・レンタサイクル、シェアサイクルの設置
駅や観光地等 嶺北２８ヶ所、嶺南１５ヶ所（参考資料）

・駅駐輪場の整備
えちぜん鉄道（三国あわら線・勝山永平寺線） ３７／４４駅
福井鉄道 １９／２５駅
ＪＲ（北陸本線・越美北線・小浜線） ５０／６２駅

・無料で工具や空気入れ、トイレを貸し出す「自転車の駅」整備
「道の駅」や飲食店など嶺北４７ヶ所、嶺南５４ヶ所（参考資料）

自転車専用通行帯
（大野市）

自転車の駅（道の駅西山公園）



・サイクルトレインの運行
えちぜん鉄道（土日祝日の昼間）、ＪＲ越美北線（国体イベント時のみ）

・県民の自転車保有状況 １．３２５台／世帯（全国平均１．２２６台）
出典：（一財）自転車産業振興協会 平成30年度自転車保有実態に関する調査）

サイクルトレイン利用可能な駅（えちぜん鉄道）



イベント、機運醸成関連

・県内外からサイクリストが集まるイベントの開催
若狭路センチュリーライド（５月、約１，２００名）
福井県サイクルスポーツ大会（７月、約２００名）

・各種サイクリングマップの作成（参考資料）
福井駅～河川敷～永平寺～朝倉氏遺跡
嶺南地域一帯

・日常生活で自転車を積極的に利用する「福井バイコロジスト宣言」の発信
登録者約１，５８０名（令和元年8月26日時点）

・県民向けの情報発信や機運醸成のため、サイクリングイベントや、
「おもしろ自転車」試乗会等を開催
サイクリングイベント３回開催、のべ約６０人参加（平成３０年度）
「おもしろ自転車」試乗会７回開催、のべ約３，９００人参加（平成３０年度）
松平春嶽が日本で初めて乗った「ビラスビイデ独行車」復元

・国体に合わせたサイクリングイベントの開催
結ちゃりde越前大野（８月）に約９０人が参加（平成３０年度）

・環境施策と連携して利用促進
県民が手軽にできるエコ活動を推進する「エコチャレふくい」

と連携 「おもしろ自転車」試乗会ビラスビイデ独行車

結ちゃりde越前大野

若狭路センチュリーライド 福井県サイクルスポーツ大会



・交通安全教育および広報啓発活動の推進
学校においてヘルメット着用や交通ルール遵守等について啓発
交通安全県民運動に合わせたルール順守・マナーアップを呼びかけ

・小学生を対象とした自転車乗り方教室イベントの開催

・県ＨＰで自転車安全五則やＴＳマークの補償内容等を周知

・自転車無料点検の実施
自転車店の協力を得て、イベント会場等で無料点検を実施

・自転車技士の資格取得者数
１１５人（2018年度・日本車両検査協会）

交通事故発生状況（平成30年12月）

安全対策関連
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